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**2024 年 2 月改訂（第 4 版）                                             医療機器承認番号：23100BZX00001000 

*2023 年 1 月改訂（第 3 版） 

医療用品 04 整形用品 

高度管理医療機器 脊椎内固定器具 JMDNコード：37272003 

CLC ラミナプラスティ プレートシステム 
再使用禁止 

 

【禁忌・禁止】 

＜適用対象＞ 

 金属や異物に対してアレルギーがある患者 

 術部の局所感染症がある患者［敗血症等の重篤な合併症併

発の可能性がある。］ 

 神経障害、精神障害、アルコール中毒または薬物中毒など、

術後指導の徹底が困難な患者［医師の指導に従えず、術後管

理が十分に行えないため、治療が長期化し、不具合発現の危

険性が高まる可能性がある。］ 

 小児又は骨成長過程にある患者［安全性が確立されていな

い。］ 

 妊娠している患者［安全性が確立されていない。］ 

＜併用医療機器＞ 

 他社製のプレート及びスクリュー［「相互作用」の項参照。］ 

 本品とは材質の異なるインプラント［「相互作用」の項参照。］ 

＜使用方法＞ 

 再使用禁止 

 再滅菌禁止 

 

【形状・構造及び原理等】 

1. 原材料 

プレート：純チタン  スクリュー：チタン合金 

 

2. 形状 

１）プレート 

＜片開き法＞ 

コンプレッション   ロッキングシングル   ロッキングダブル 

 
 

コンプレッションダブル  ロッキングシングル   ロッキングダブル 

       フック付        フック付 

 
＜縦割法＞ 

ACTY 椎弓形成              ACTY 椎弓形成 

プレートストレート              プレートテーパー 

（ブルー）                  （イエロー） 

                   
 

2）スクリュー 

ロッキングスクリュー ノンロッキングスクリュー リカバースクリュー 

（ブルー／グリーン）   （イエロー）        （レッド） 

 
 

本品のサイズ等に関しては、包装表示ラベルに記載。 

 

【使用目的又は効果】 

本品は、頚椎疾患（頚髄症）を治療する椎弓形成術の片開き法又は

縦割法において、中下位頚椎から上位胸椎（C3 から T3）の開大した

椎弓の固定又は接合を目的に使用する。 

 

【使用方法等】 

1. 使用準備 

本品は滅菌品のため、開封は使用直前に行い、無菌的に取り扱う

こと。 

2. 使用方法例 

＜片開き法＞ 

1) 頚部後方を正中切開し、項靭帯を切離後、椎弓から外側塊ま

でを展開し、ゲルピや開創器等を用い、視野を確保する。エア

ードリル等の手術器械を用いて、椎間関節側に脊柱管を拡大

するための骨溝を作製する。その時、骨が確実に切離されたこ

とを確認する。 

2) 作製した骨溝の反対側にも骨溝（蝶番側の骨溝）を作製する。

この時、腹側の皮質骨は完全には切離せずに薄くしておく。 

3) 椎弓形成術を施す範囲の上端椎体直上及び下端椎体直下の

黄色靭帯、軟部組織を切除する。次に、外側の硬膜外静脈叢

に注意しながら、オープン側の黄色靭帯も切離する。 

4) 椎弓を開大する。 

5) 人工骨を併用する場合は、適切な人工骨のサイズを決定する。

人工骨に合わせた本品プレートを選択し、縫合糸を用いて人

工骨とプレートを締結固定しておく。開大した椎弓に本品プレ

ートを設置し、本品スクリューで、すべてのスクリューホールを固

定する。 

6) 通常の手順で閉創を行う。 

 

＜縦割法＞ 

1) 通常の縦割法の手順により到達しゲルピや開創器等を用い、

視野を確保する。 

2) 椎弓中央を切断した後にエアードリル等の手術器械を用いて、

椎弓基部両側に脊柱管を拡大するための骨溝を作製する。骨

溝作製の際は皮質骨を残した状態で U 字溝に切削する。 

3) 椎弓形成術を施す範囲の上端椎体直上及び下端椎体直下の

黄色靭帯、軟部組織を切除する。次に、外側の硬膜外静脈叢

に注意しながら、椎弓拡大の妨げとなる組織を切除する。 

4) 硬膜の癒着やヒンジ部の骨折に注意しながら椎弓を開大しトラ

イアイルを用いてサイズを決定する。 

5) サイズ決定したプレートをプレートホルダーで把持し至適位置

に設置した後に本品ロッキングスクリューで、すべてのスクリュ

ーホールを固定する。 

6) 通常の手順で閉創を行う。 

 

［使用方法に関連する使用上の注意］ 

1) 本品専用の手術器械を使用すること。 

2) 安全・円滑な手術を行うため、画像システムを使用することを推

奨する。 

3) 脊髄及び神経根周辺に対して細心の注意を払うこと。神経の

損傷は神経機能が失われる原因となる。 

4) 椎弓を開大する際は、椎弓と硬膜の癒着がないことを確認する

こと。硬膜の癒着がある状態で椎弓を開大すると硬膜を損傷す

る可能性がある。 

5) 蝶番側の骨溝を作製する際は、深く削りすぎないよう注意する

こと。椎弓を破壊する恐れがある。 

6) 機械的強度を低下させる原因となり得るので、本品の表面に傷

をつけないこと。フック部分はベンディングをしないこと。 

7) 固定不良の原因となるため、プレートのロッキングホール部分          

はベンディングしないこと。また、ACTY 椎弓形成プレートはい

かなる 

部分もベンディングしないこと。 

8) 本品や人工骨を設置する際、各々のサイズ、方向が適切であ

ることを確認すること。 

9） ACTY 椎弓形成プレートには必ずロッキングスクリューを用いる

こと。 

10) スクリューを過剰に締め付けないこと。蝶番部骨折やスクリュ
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ー破損が起こる可能性がある。 

11) 安定した固定を得るために、すべてのスクリューホールを本品

スクリューで固定すること。 

12） ロッキングスクリューがプレートとロックしない場合、無理に挿

入せずドリル孔が適正か確認し、ねじ山が破損している場合

は、新しいものと交換すること。 

13) 本品や併用医療機器の破損、移動、ずれ又は誤使用が、患

者又は術者を傷つける可能性があるため注意すること。 

14) 閉創前に、スクリューが確実に固定されていること、術前に準

備した手術器械が全て揃っていることを確認すること。 

 

【使用上の注意】 

1. 使用注意（次の患者には慎重に適用すること） 

治療上の有益性が手術上の危険性を上回ると医師が判断した場

合のみ使用すること。 

1) 椎弓形成術の効果を妨げる可能性のある内科的又は外科的

症状を有する場合（腫瘍、先天性異常の存在、術部周辺の骨

折、原因不明の赤血球沈降速度の上昇、白血球数増加、白血

球分画の著明な左方移動等） [術後合併症を起こす可能性が

ある。] 

2) 病的な肥満症 ［本品の変形や破損が起こる可能性がある。］ 

3) 骨吸収をきたす疾患、石灰化障害を呈する患者、骨が脆い患

者（骨軟化症、骨粗鬆症等） 等で骨量又は骨質が不十分な

患者 [骨癒合不全や骨折が起こり、本品が適切に固定できな

い可能性がある。] 

4) 頚椎の不随意運動を有する患者 [本品の破損や緩みにつな

がる可能性がある。] 

5) 頚椎に進行性の椎間関節疾患を有する患者 [本品により十分

な固定が得られない可能性がある。] 

6) 栄養不良 ［十分な骨代謝が行われない可能性がある。］ 

7) 喫煙者 [骨癒合不全の可能性がある。] 

8) 精神疾患［術後管理が困難となる可能性がある。］ 

9) 術部の組織が不十分な患者 [術部の閉創が困難となる可能性

がある。] 

 

2. 重要な基本的注意 

1) 骨代謝に影響を与える薬剤の長期投与は注意して処方するこ

と。 

2) 患者の術後経過等を考慮して、外固定具の必要性を検討する

こと。 

3) 患者に対する術後指導を十分に行うこと。 ［術後、インプラント

が十分固定される前に運動等により過負荷を与えると、不具合

発現の危険性が高まる。］ 

4) 骨癒合するまでの間、喫煙又はニコチン製品の使用、アルコー

ルの摂取を控えるよう指導すること。 

5) インプラントの抜去は医師と患者が相談の上、決定すること。 

6) 本品については、試験による MR 安全性評価を実施していない。

MRI（磁気共鳴画像診断装置）検査において、温度上昇、マイ

グレーション、アーチファクトが発生する場合がある。 

 

3. 相互作用 

［併用禁忌］ 

医療機器の名称等 臨床症状・措置方法 機序・危険因子 

他社製のプレート

及びスクリュー 

緩み、変形を生じ

る恐れがある。 

適切な固定性が確

認されていない。 

異 な る 金 属 材 質

（ステンレス鋼）の

インプラント 

腐食により不具合

を生じる恐れがあ

る。 

金属 間 の電 位 差

により腐食が発生

する。 

 

4. 不具合・有害事象 

以下の不具合・有害事象が現れることがあるので、異常が認めら

れた場合は直ちに適切な処置を行うこと。 

1) 不具合 

(1) インプラントの緩み、移動、変形、脱転及び破損 

 

2) 有害事象 

(1) 破損したインプラントの体内遺残 

(2) 神経機能障害、神経根症、硬膜裂傷、疼痛や脳脊髄液の

漏出 

(3) 神経血管の障害（麻痺（完全麻痺あるいは不全麻痺）等） 

(4) 深部静脈血栓症、血栓性静脈炎 

(5) 出血、血腫 

(6) 呼吸器系障害（肺塞栓、無気肺、気管支炎、肺炎等） 

(7) 消化器系障害（胃炎、腸閉塞、排便機能障害等） 

(8) 泌尿器系障害（尿閉、膀胱機能障害等） 

(9) 生殖器系障害（不妊症、夫婦生活の喪失等の性機能障害

含む） 

(10) 適切な脊椎弯曲、矯正、身長、整復の喪失 

(11) 椎間板炎、クモ膜炎、又はその他の炎症 

(12) 感染 

(13) 術部やその隣接部位における骨折、又はストレスシール

ディング（応力遮蔽） 

(14) メタローシス、組織の着色、腫瘍形成や自己免疫疾患及

び瘢痕形成を含む、インプラントに対する異物反応 

(15) インプラントによる皮膚穿孔、創傷合併症 

(16) 日常生活動作（ADL）の低下 

(17) MRI 環境でのインプラントの発熱による組織の損傷 

(18) 死亡 

 

5. 高齢者への適用 

高齢者は、一般的に骨量・骨質が低下している場合が多く、緩み

や固定不良等が発生する可能性があるため、慎重に使用すること。 

 

【保管方法及び有効期間等】 

1. 保管方法 

高温、多湿、直射日光を避けて保管すること。 

2. 有効期間 

外箱に表示 

 

【製造販売業者及び製造業者の氏名又は名称等】 

［製造販売業者] 

株式会社ＡＣＴＹＰｏｗｅｒ 

*  電話番号 077-599-5035 

 

 


